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発電機や電球が発明されたのは19世紀のこと。それから僅か200年足らずの期間で「電気」は人類の生活を革命的に変えました。「電気」を導入してからの僅かな期
間で、人類は照明や空調として環境の制御手段を得たばかりでなく、蓄積・利用が容易な動力エネルギーを手にし、また電話や無線通信として遙か遠隔地とのコミュ
ニケーションを実現しました。そしてこの数十年、「電気」の領域は電子・情報通信へと広がり、また目覚ましい進歩を遂げました。例えば微細な集積回路上での電気
信号を用いた複雑な演算処理は、各種コンピューターやインターネットを実現したばかりでなく、機械学習・人工知能を実装することで更に進んだインテリジェンスを
各所にもたらそうとしています。高効率のモーターやバッテリーを手にしたことで、自動車の電動化が進み環境負荷の小さい移動手段が実現されつつあります。あるい
は電気により生み出される「光」「超高周波信号」を用いての、従来の限界を超える超高精度計測すら視野に入ってきました。これら電気・電子・情報通信の研究開発
は未来を切り開き、今後数十年で人々の生活を再び大きく変え、22世紀の社会の基礎を作ることでしょう。

名古屋大学工学部電気電子情報工学科（および大学院工学研究科電気工学専攻/電子工学専攻/情報・通信工学専攻）への進学にご興味をお持ちの方に、本学
科の概要と特色についてご説明いたします。
名古屋大学は、旧名古屋帝国大学に端を発する、日本を代表する大学の一つです。そして電気電子情報工学科は、戦前の電気学科を起源とする、歴史と伝統ある学科
です。設立当初の電磁気学（第一講座）/高周波工学・通信工学（第二講座）/電力応用（第三講座）に始まり、現在は高度な情報通信機器、電気自動車、ロボットなど
を支える先端エレクトロニクス技術や情報処理技術、超高信頼の電力インフラの基盤技術など、社会の要となる領域で専門家を数多く輩出し続けています。つまり、
本学科への進学は、最先端の専門知識を身につけるということだけを意味しません。卒業後は、これからの未来社会を支える研究者・技術者として、社会からの大き
な期待を担う存在になるのです。
本学科には30以上の研究室があり、ノーベル賞に輝いた青色発光ダイオードを始めとして、国家プロジェクトや国内外の企業・大学・研究機関との共同研究を通じた世
界最先端の研究を行っています。本学科の特筆すべき点は、研究室間の横のつながりが強く、異なる研究室の様々な専門知識を融合しやすい環境にあることです。学
部での「大実験」に代表される自主性を重んじる授業と、多様な留学生を受け入れた環境と、これら未踏領域を切り開く研究活動を通じて目指すのは、広い社会的
視野、国際性、卓越した専門性、リーダーシップを発揮する人材の育成です。
進学を考える上では、もちろんキャンパスの立地と周辺環境が重要になります。名古屋大学東山キャンパスは閑静な高級住宅街の中に位置するだけでなく、キャンパ
スの中央に市営地下鉄名古屋大学駅があります。しかも本学科の研究室の多くが置かれているIB電子情報館は、駅直結という最高のアクセス環境を誇ります。駅
への連絡通路では時折、スーツケースを引きながら国内外の学会へ出発する教員・学生の姿が見られます。
このように本学科では、研究・教育を通じて「未来社会を創造」しています。本学科の一員となって、共に新たな科学・技術にチャレンジしてみませんか？

名古屋大学工学研究科の沿革と、電気系教室五十年史より抜粋　https://www.engg.nagoya-u.ac.jp/history/doc/history.pdf
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修士課程修了者の進路（※1） 博士課程修了者の進路（※1）

ノーベル物理学賞の青色LEDが生まれた名大電気

名大電気で素晴らしい人生の師に出会い、それ以
来、名大電気は、私にとって最高の夢工房となりま
した。学部4年生から博士課程まで、とことん研究に
打ち込んだ日々はかけがえのない思い出です。みな
さんも名大電気で何かを見つけて大きく羽ばたいて
もらえたらと思っています。

天野先生からのメッセージ
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概要
名古屋帝国大学の創立と同年に電気学科の設置 
電子工学科の設置 
電気工学第二学科の設置 
情報工学専攻の設置 
電気学科、電子工学科、電子情報学科に改組
4学科を電気電子・情報工学科に改組、
大学院は、電気工学専攻、電子工学専攻、
電子情報学専攻、情報工学専攻に改組
大学院の3専攻（電気工学専攻、電子工学専攻、電子情報学専攻）
が電子情報システム専攻に改組
電気電子情報工学科を設置
電気工学専攻、電子工学専攻、情報・通信工学専攻を設置 

備考

大学院重点化

国立大学法人化

年
1939（S14）
1958（S33）
1967（S42）
1973（S48）
1991（H3）
1995（H7）

2004（H16）

2017（H29）

沿革

History

名古屋大学が帝国大学の一つとして創立された1939年に、
電気学科が設置されました。
現在では、電気電子情報工学科（学部）および電気工学専攻、
電子工学専攻、情報・通信工学専攻（大学院）に発展し、
私達の生活を支えるエネルギー、デバイス、
エレクトロニクス、コンピューター、
コミュニケーションといった電気に関わる
幅広い分野のすべてをカバーしています。

その中でも電気系専攻が誇る成果の一つが
青色発光ダイオードの開発であり、
赤﨑勇先生（名古屋大学名誉教授）と
天野浩先生（名古屋大学教授）が
ノーベル物理学賞を受賞しました。

そして電気系専攻の研究は、
最先端の分野であるパワーエレクトロニクス、
スマートグリッド、ロボット、医療応用等の領域へ展開し、
世界トップクラスの研究成果を生み出し続けています。

本専攻について

pn接合による世界初の
GaN系青色LED

ノーベル賞受賞式
恩師の赤﨑勇名古屋大学名誉教授と天野 浩 教授

＜研究グループ一覧 (2019年3月現在)＞
 【電気工学専攻】
　大電流エネルギー工学
　電気エネルギー変換工学
　電力機器・エネルギー伝送工学
　エネルギーシステム工学 
　パワーエレクトロニクス
　プラズマエネルギー工学
　機能性・エネルギー材料工学
　核融合電磁物性工学
　宇宙電磁観測
　宇宙情報処理
 【電子工学専攻】
　プラズマエレクトロニクス
　プラズマナノプロセス科学
　知能デバイス
　機能集積デバイス
　先端デバイス
　量子光エレクトロニクス
　量子集積デバイスシステム
　光エレクトロニクス
　ナノ情報デバイス
　ナノスピンデバイス
　ナノ電子物性
　ナノ電子デバイス
 【情報・通信工学専攻】
　画像情報学
　情報ネットワーク
　先端情報環境グループ
　数理情報工学
　無線通信システム 
　コンピュータ・アーキテクチャ
　インテリジェントシステム
　コンピュテーショナル・インテリジェンス
　制御システム
　音声言語・行動信号処理 (情報学研究科・関連研究室)

電気の変えてきた世界・切り開く未来

自動車の電動化・インテリジェント化に見られるように
幅広い分野で電気の人材が必要とされています

（※1） 最近３年間の累計
（※2） 自動車・鉄道等機器メーカーに相当
（※3） 電気・情報通信機器メーカーに相当 
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充実した教育体制
　学生に対する教員の人数が多く、丁寧できめ細やかな専門教育・研究指導を行っています。
　　学部　1学年133人に対し教員76人 (教員1人あたり学生1.75人)
　　大学院修士　1学年139人に対し教員76人 (教員1人あたり学生1.83人)

工学部　電気電子情報工学科では、エネルギー・環境、発送電、電力機器・システム、ナノテクノロジー、先端エレクトロニクス、デバイス、コンピュータ、通信、情報システム
など電気に関わる幅広い分野を学びます。1~2年生の間に全ての分野で共通となる基礎知識を修得し、3年生では各分野の専門科目と実験とで工学的素養と広い
視野を身につけます。講義と演習がセットになったプログラムで効果的に学習できることが特長です。また、3年生の大実験では、チームを組んで1学期を通じての課題
へチャレンジし、最後に成果発表会を行います。この過程で育んだ主体性と課題探索能力を活かして、4年生からは研究室に所属して卒業研究を行います。ここでは、
指導教員や大学院生の下で、世界で誰も解決したことのない未知の研究課題に挑戦するのです。
そして大学院工学研究科の電気系３専攻（電気工学専攻/電子工学専攻/情報・通信工学専攻）では講義や演習を通じて一層の知識を吸収しながら、高度な研究
活動を通じて、深い専門的知識と研究遂行能力を身につけることを目指します。更に進んだ研究課題への挑戦、専攻内での切磋琢磨、そして世界のライバルとの
競争があなたを待っています。

北海道
北海道大学
関東
横浜国立大学・電気通信大学・東京理科大学
東海
名古屋工業大学・三重大学・岐阜大学・静岡大学・中京大学・名城大学
豊田工業大学・豊田工業高等専門学校・沼津工業高等専門学校
北陸
福井大学・金沢工業大学・富山高等専門学校
関西
神戸大学・同志社大学・立命館大学・関西学院大学
中国
岡山大学・島根大学
四国
徳島大学
九州
熊本大学
海外
電子科技大学・河海大学・西安電子科技大学・中国華北電力大学

※1 : 名古屋大学工学部電気電子情報工学科以外からの
合格者が全合格者に占める割合 （2021年入学者）。

外部出身者の
比率※1

約20%

合格者の出身大学 （例）

電気工学専攻 電子工学専攻 情報・通信工学専攻

名古屋大学

工学部 電気電子情報工学科

名古屋大学

関連学科

他学部

博士前期課程
2年間

博士後期課程
3年間

博士後期課程大学院（進学）入学試験

電気電子情報工学系
博士前期課程大学院入学試験

他大学

海外大学

電気電子
情報系学科

3専攻
共通試験

カリキュラム

未来エレクトロニクス創成加速DII協働大学院プログラム
フロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラム
実社会データ循環学リーダー人材養成プログラム
パワー・エネルギー・プロフェッショナル育成プログラム
ライフスタイル革命のための超学際移動イノベーション人材
養成学位プログラム

大学院の３つの電気系専攻には、電気電子情報工学科からの進学者に加え、国内・海外の大学から多数の学
生が入学します。電気系/機械系が中心となって運営する「G30自動車工学コース」の留学生や、海外からの短期留学
生（NUPACEプログラム）も含め、多様性と国際性あふれる教育・研究環境が構築されています。

開かれた大学院

大学院の構成

国際色豊かな大学院生活
　大学院には日本人学生はもちろん、外国人学生も多数います。
　様々な国の文化や習慣に触れ合うことができます。
　　日本人学生5人に対して留学生1.19人

構成人数

３専攻いずれも下記の博士課程前期・後期一貫プログラム
の履修（選考あり）が可能です

2020年10月現在

専任教員
教授

17 12 0 16 45

14 10 1 6 31

122 131 127 150 530

143 134 32 19 31 359

21 69 12 0 0 0 0

7

准教授 講師 助教 計

教授 准教授 講師 助教 計

1年生 2年生 3年生 4年生 計

前期1年 前期2年 後期1年 後期2年 後期3年

学部

学部

大学院 研究生 大学院
研究生

特別
聴講生

計

大学院
特別聴講生

特別
研究学生

関連教員

学部学生
※G30学生を含む

大学院学生
※G30学生を含む

外国人学生

工業高等専門
学校編入者

1 0 103

大学院
特別研究学生

科目等
履修生 計

東山キャンパスの中央では、芝生と並木の緑地帯「グリーンベルト」（幅70m以上）が大学のシンボル「豊田講堂」と図
書館を結んでいます。そのグリーンベルトの北側に隣接するのが、電気系３専攻の研究室が数多く入居している「IB電
子情報館」です。IB電子情報館から道路を隔てた「NIC棟」、更にキャンパスの東端の「研究所共同館I」・「同II」、そして
グリーンベルトの西側の工学部３号館等、様 な々建物に研究室が配置されています。何れも静かで緑豊かな環境に
囲まれ、至近あるいは建物内に講義室や会議室はもちろん、食堂や購買施設を備えています（2020年4月現在：キャン
パス内に食堂８カ所・カフェ８カ所）。学部・大学院を通じて、落ち着いて研究に取り組める環境がここにあります。
注）IB: Integrated Building　NIC: National Innovation Complex

緑豊かなキャンパス



プロフェッショナルリーダー育成プログラム 

Professional Leadership
Training Programs

本プログラムは大学院入学から博士号取得までを対象とした、前期・後期課程一貫の教育プロ
グラムです。電気系3専攻に入学した学生は応募することができます。未来エレクトロニクス分野
におけるプロダクトイノベーションの継続的創出を担う、「Deployer」、「Innovator」、「Investigator」
という3タイプの人材を育成します。この3タイプの人材が同じ目標に向かって協力・協働すること
がイノベーション創出の加速化の鍵となることから、各人材を示す英単語の頭文字を取り出し、
『DII協働』と呼ぶことにしました。
企業や大学の経験豊富なメンターのもと、社会課題発見ワークショップ（ニーズ発見）やプロダ
クト開発実習（プロジェクトベーストラーニング）、DII協働プロジェクト（社会還元）など、実践的
な力を身に付けるためのカリキュラムが準備されています。

工学研究科電気系３専攻は、新たな知の創造と活用を主導し、次代を牽引する卓越した博士人材を育成する「卓越大学院プログラム」や「リーディング大学院プログラム」
に参画しています。これらプログラムに参画できるのは世界最高水準の教育力、研究力のある機関に限られますが、本専攻では以下の5つのプログラムから選択して履修する
ことができます。各プログラムでは博士課程前期・後期を通じた5年間の一貫教育を行い、社会にイノベーションをもたらす博士人材（高度な「知のプロフェッショナル」）を育
成しています。もちろん通常の博士後期課程でも高度な専門的知識を獲得し、研究開拓能力を養成しますが、プログラムではそれを社会へ還元するための俯瞰力と実行力
を、外部識者の指導や国内外でのインターンシップにより徹底的に磨きます。知の創造に留まらず、社会を変えていく博士人材へのニーズが高まっています。ぜひこの恵まれた
環境で自らを磨き、未来社会を作り上げる人材として巣立ってください。

ライフスタイル革命のための超学際移動イノベーション人材養成学位プログラム（TMI）は、6研
究科（工学・情報学・環境学・人文学・法学・経済学）の学生を対象とした、博士前期・後期課程
一貫の大学院プログラムです。
近年の「移動革命」とも呼ばれる技術革新により、社会に大きな変革がもたらされていますが、
社会課題が複雑化し、さらに価値基準も多様化する中で、技術先導型の「豊かなライフスタイル
の実現」は困難になりつつあります。ライフスタイル革命の牽引には、異分野(Multidisciplinary)の
専門家でチームを組み、互いの専門を理解・尊重しつつ、ライフスタイルの多様な「価値を創造」
し、その「技術・方法論」の構築により社会への橋渡し(Translation)が可能な、超学際的
(Transdisciplinary)な人材が必要です。
TMIでは、3階層のカリキュラムで超学際協働力を構成する5つの力（専門研究力、俯瞰・課題発
見力、価値共創力、挑戦・回復力、国際性）を涵養し、「移動」を豊かな方向性をもった社会的価
値に昇華する取組に貢献できる「超学際移動イノベーション人材」を養成します。

eployer
社会的価値の創出を担う人材
ビジネス起業家

nvestigator
課題の理解・研究を担う人材
シーズ創成者

nnovator
課題解決を担う人材
プロダクト開発者

未来エレクトロニクス創成加速
DII協働大学院プログラム

名古屋大学

未来エレクトロニクス創成加速 DII協働大学院プログラム

ライフスタイル革命のための超学際移動イノベーション人材養成学位プログラム

フロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラム

人類最後のフロンティアであり、さらなる進歩の鍵を握る、宇宙。過酷な宇宙環境への挑戦は最先端
技術の開発を促し、新たな産業のイノベーションをもたらす源泉として無限の可能性を秘めています。
本プログラムでは、「宇宙」を基軸に最先端の知見や技術を俯瞰的な視野で統合し、産業界をも牽引
する国際的リーダーを輩出しています。そのネットワークを通し、生活の向上に貢献する宇宙利用の拡
大をはじめ、製造業発展への寄与、次世代産業の創出につなげることを目指しています。超小型衛星
の開発提案プロジェクトや多様な学生が主催、参加して交流する企画などの実践的活動を通して、学
生が自分自身の経験を通して着実に成長しており、明日を切り拓くフロンティア精神あふれる人材が
育っています。 

実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム

世界データ循環学とは「取得、解析、実装」に関する実践的データサイエンス製品やサービスがもたらす
社会的価値の本質は、それを手にした人 が々、「便利、楽しさ、健康、豊かさ」といった根源的な価値を共
有することにあります。このような価値観は「受け手の望み」と「作り手の思い」のやりとりの中で形作られ
ますが、受け手の望みは絶えず変容し、捉えどころがありません。この受け手の望みをくみ取り、新しい製
品やサービスに結び付ける試みこそ、実世界データ循環学です。本プログラムでは、受け手の望みを実世
界の様 な々現象の観測などを通じてデジタルデータとして「取得」し、データサイエンスの技術を利用して
データの背景やデータの全体像を「解析」し、解析の結果を新たな製品やサービスとして「実装」するとい
う３つの学問領域（取得、解析、実装） を総合的に学びます。
このプログラムからは10社を超える学生ベンチャーが生まれその中には、10億円以上の資金調達に成功
した企業もあります。

パワー・エネルギー・プロフェッショナル育成プログラム

｢PEP（パワー・エネルギー・プロフェッショナル）育成プログラム｣は、電力・エネルギーマテリアル分野にお
いて5 年一貫で博士人材を育成する卓越大学院プログラムです。13大学（早稲田大学，北海道大学，東
北大学，福井大学、山梨大学、東京都立大学、横浜国立大学、名古屋大学、大阪大学、広島大学、徳島
大学、九州大、琉球大学）の連携により、材料･機器･システム等の電気工学に関する専門的知識･技術と
ともに、制度･経済･ビジネス等の人文社会科学に関する俯瞰的知識も養成します。自らの大学の講義を
選択履修し、自らの研究を連携大学の教員の指導も得て実施するとともに、早稲田大学に設置される人
文社会科学系や電力・エネルギーマテリアル系の必修科目をオンデマンド形式、集中合宿形式、学外連
携先実習等で履修します。電気工学専攻博士前期課程に在籍中・入学希望の学生が応募することがで
きます。

さらに詳しい情報はこちら
https://www.dii.engg.nagoya-u.ac.jp/

さらに詳しい情報はこちら
https://www.tmi.mirai.nagoya-u.ac.jp/

さらに詳しい情報はこちら
https://www.waseda.jp/pep/

さらに詳しい情報はこちら
http://www.rwdc.is.nagoya-u.ac.jp/

さらに詳しい情報はこちら
https://www.leading.nagoya-u.ac.jp/program/program04.html



スマホの充電器やパソコンの電源コードなどをコンセントにつなぐとき、想像して
みて下さい。このコンセントの向こう側が発電所までつながっているということを。
普段、何気なく、あたり前のように使っている電気は、家庭、電車、学校、コンビニ
など、社会のいたるところで我々の生活を支えています。電気がなくなる、つまり停電
すると、生活や生命まで危険にさらされることがあり、ほんの一瞬の停電も社会に影
響を与えます。このような電気が現在から次世代にわたって我々の生活・生命をコ
ンセントの向こう側からどのように支えていくのか？を当研究室では考えています。
我 は々、電気を電力（ワット）として使い、電力は電圧（ボルト）×電流（アンペア）ですの
で、社会が多くの電力を使うためには、高い電圧や大きな電流が必要です。その電
力を発電所から送電線や変電所の種々の電力機器を経て、各家庭のコンセン
トまで安定して送り届ける電力システム、それを構成する送電線や電力機器、さら
にそれらを構成する材料について、多種多様の技術開発が行われ続けています。研
究室では、これらの材料、機器、システムの各視点から、電気の安定供給を支える
研究を行っています。
具体的な研究内容として、電力機器が高い電圧に耐える（破壊しない）ために、高
電圧実験室1で電力機器を構成する材料やモデルに実際に高い電圧をかけ、破壊
する条件を実験で求めています。これによって破壊する前兆としての放電現象2や破
壊に至るメカニズムを解明し、破壊しないための設計方法や使用中の診断方法を
検討しています。また、これまでにはない新しいアイデアの材料開発や、次世代の送
電技術として電気抵抗0の超電導を利用した機器開発3など、電力機器の高性能
化とエネルギー伝送の高効率化を目指しています。
このような研究は、国や企業や海外との共同研究によって実施されることが多く、
教員の指導の下で学生が主体となり、学生同士で協力しながら励んでいます。

どこまでも真っ直ぐに進んでいく美しい光を出力する「レーザー」は、20世紀の3大発明の一つと言われており、関連した研
究に多くのノーベル賞が授与されています。レーザー技術を駆使することで、フェムト秒（10-15s）しか光らないような超短パ
ルスと言われる光が出せるようになりました。この超短パルスは、その短い時間に光のエネルギーが集中しており、非常に高
いピーク強度を併せ持っています。この超短パルスを用いて、さまざまな新しい現象が見いだされ、新しい応用技術が開発さ
れてきました。
当研究室では、光ファイバから超短パルスが出力される、新しい「超短パルスファイバレーザー」を開発しています。レーザーが光
ファイバで構成されているので、コンパクトで安定に動作し、非常に実用的なレーザーです。
研究室では、超短パルスファイバレーザーと非常に細い特殊な光ファイバを用いることで、光の波長を大きく変化させる光源
を開発しました。この光源では、光の強さを変化させるだけで、光の波長を高速に、とても広くシフトさせることができます。光の強

3次元映像はSFの世界で見られるような夢の技術と思われがちですが、実は大変古くて新しい
技術です。メガネをかけて観る3D映画は一般に馴染み深いものになってきましたし、メガネをかけず
に観察できる立体映像も、実は100年以上前にはその基本的な原理が提案されています。その後の
撮像・表示デバイスやコンピュータの発展、情報通信技術の発展に支えられ、現在までに多くの種
類の3次元映像が研究され、実用化に近づいています。
当研究室では、光線の情報を用いて3次元映像の情報を統一的に表す「光線空間法」という手
法を世界に先駆けて開発し、それに基づく新しい3次元映像方式の研究を行なっています。これ
はライトフィールドとも呼ばれ、3次元空間を満たしている光の場を記述する方式です。この光線空
間を完全に取得・再生できれば、3次元空間内の全ての視覚情報を再現する究極の3次元映像の
記録・再生が可能となります。
光線空間の取得のためには非常に狭いカメラ間隔で多数の画像を取得する必要があります。その一
例として、我々は100台のカメラからなる光線取得装置を開発しました。近年では、光学素子と計算
処理を組み合わせた新しい光線空間取得システムの研究も進めています。また、データ圧縮技術
の研究も不可欠です。光線空間のデータ量は、現在のHDTVや最近話題の4K・8K映像と比べて
数十倍から数百倍となるため、インターネット等を介した遠隔地通信を実現するためには非常に
効率の良い圧縮技術を開発する必要があります。また、相互接続を可能とするためには国際的な
標準フォーマットを決めることが必要で、当研究室からは国際標準化会議MPEGへ参加して次世代
標準の策定に関わっています。さらに、光線空間を忠実に表示する新しい3次元ディスプレイの研
究も必要です。図の例はテンソルディスプレイと呼ばれているもので、複数の液晶パネルをレイヤ状
に積層した構造をしており、そこに計算処理により求めたレイヤパターンを表示することで光線空
間の再生を行う新しいディスプレイです。
このように、我々は光線空間の取得・処理・伝送・表示と多岐に渡る研究を行なっており、身近な
家庭のテレビやスマートフォンが３次元映像となる日の到来を目指しています。

情報・通信工学専攻
画像情報学研究グループ

電子工学専攻
量子光エレクトロニクス研究グループ

電気工学専攻
電力機器・エネルギー伝送工学研究グループ

マウス脳の断層イメージ

広帯域レーザー光で観察した人の眼底の断層イメージ

超広帯域光周波数コムレーザーと出力光の写真

高温超電導限流変圧器3空気中のストリーマ放電2 リーダ放電2

高電圧実験室（800kVインパルス電圧発生装置など）1

100カメラシステム

光線空間データ

新しい3次元ディスプレイ

研究紹介

Research Topic Introduction

「社会を支える電気エネルギー技術」

「次世代の3次元映像技術」 

「光を自由に操る先端レーザー技術」

さを変化させることで、世界最速のスピードで波長を変えることができています。
また、超短パルスレーザーの出力は、非常に高い精度で等しい時間間隔で出力されます。この時、
光のスペクトルを見ると、物差しのように非常に高い精度でスペクトルが等間隔に並んでいます。こ
のスペクトルを安定化させた光源は「光周波数コム」と呼ばれ、光の物差しとして、活用されていま
す。光周波数コムを用いると、原子サイズの精度で距離を高精度に測定したり、大気中の分子を瞬
時に分析することができます。 
また、超短パルス光を何かに照射し、その内部から戻ってくる光の信号を受信することで、見たいモ
ノの内部の構造を外部から非破壊で観測することができます。超短パルスを用いると、µmの分解能
で内部構造の観測が可能になります。これは医学の分野などで大きな注目を集めており、病院で眼
底検査などに活用されています。当研究室では、研究室で開発した新しいレーザー光源を用いて、
医学部とも協力し、まだ未知な点が多い脳の内部の神経活動の観察を行っています。



私は、ＩＣＴ社会の要であるデータセンター向けの超多ポート光スイッチの研究に取り組んでいます。データセンター内ネットワークで
の膨大な消費電力や、限られた通信速度の問題を克服することが最終目標です。私は研究を進めるうちに、得られた成果を世界中の
優れた研究者が集まる最高峰の国際会議で発表し、自身の研究が世界で通用するかを試してみたくなりました。しかし、最高峰の国
際会議に挑戦するためには、完成度の高い原稿を執筆し十分に練られたプレゼンを行う必要があります。先生方の指導を何度も仰い
だものの、これは想像以上に困難な作業でした。幸い私の原稿は採録され、100名を超える聴衆の前で発表を行い様 な々質問を頂き
ました。数多くのハードルを越えて発表を終えたときの達成感は何物にも代えがたく、自身の成長を実感することができました。また、現
地での滞在期間中には、異国の街並みや食事を楽しみながら、最高峰の会議特有の雰囲気に触れつつ他国からの学会参加者と交
流し、自らの視野や知見を豊かなものとすることができました。この強烈な経験は忘れがたく、その後も様 な々会議での発表を重ねな
がら、学部に入学した５年前には到底想像できなかった研究生活を送っています。

情報・通信工学専攻 博士前期課程２年
本田 瑛士

日本に来る前に中国の長春で1年間日本語を勉強しました。幸いなことに、名古屋大学に来る何人かの友人と一緒に勉強できました。
そのうちの一人と同じ便で日本に来ました。最初に日本に来たときは、私たちは日本のことをよく知りませんでした。そのため、しばらくは
慣れない生活で大変なこともありましたが、徐 に々日本での生活に慣れることができました。大学院生活の半年後には、チューターや
先生の指導の元で研究室での実験装置の使い方を学び、博士課程の3年間、研究を推進してきました。毎週のディスカッションでは、
研究室のメンバーの質問や提案を通して、さらに理解を深め、次の研究の方向性を決定します。博士課程在学中は、積極的に学会に
参加し、学術論文を発表します。指導教員の研究指導方針は、「魚を与えるのではなく、魚の釣り方を教えよ」と言われる格言に基づい
ています。この方針は私に大きな指針を与えてくれました。また、多くの活動に参加し、多くの友人を作り、多くの有名な観光地を旅行し
ました。博士後期課程2年の時、研究室旅行の計画を立てて実施することができたことは、とても嬉しい思い出です。もちろん、困難や
戸惑いも経験しましたが、良い仲間に囲まれて、乗り越えることができました。この数年間の留学生活には本当に感謝しています。たくさ
んの知識を学び、自分を大きく成長させてくれました。このことは、今後の人生や仕事に大きな影響を与えることは間違いないと思いま
す。

電気工学専攻 博士後期課程３年　
FENG Shuangyuan

情報・通信工学専攻 博士後期課程１年
白木 隆太

私は学部の物性論の講義を受けた際、原子レベルの視点から比熱などの実際にみることができる現象を説明できることが面白いと
感じたのをきっかけに、現在磁性薄膜の研究に取り組んでいます。研究では真空装置を使ってわずか数十ナノメートルの厚みの薄膜
の試料を作製し、加工して測定しています。真空装置をはじめとしたいくつかの装置は研究室の自作のもので、自分で手を加えること
もあり、試料作製から測定までの過程を理解しながら実験できます。装置の部品を工作するなど、装置を触るのは楽しい作業です。ま
た初めの頃に比べて、実験・研究内容を理解できるようになり、少しずつ自分で次の実験が思いつくようになってきました。先生方と
議論しながら自分が提案した方法を試して、実験がより面白くなったと感じています。一方で測定のための微細加工方法を検討する
など、測定の前の段階から苦労することも多いのですが、試料作製から測定までを自分で考えながら行った実験で結果を得られた
ことが自信につながっています。また研究室はアットホームな雰囲気があり、普段から学生間で一緒に考え、互いの研究について話し
合う中で研究のモチベーションを高めあっています。

電子工学専攻 博士前期課程２年
砂古口 藍子

教員・学生の声

Messages from
Staff and Students

国際色豊かで世界の最先端を行く研究・教育環境は、教員の力だけで実現できるものではありま
せん。工学研究科電気系３専攻のアクティビティの原動力は、留学生を含めた数多くの学生の熱
意と活躍です。このページでは、３専攻に所属する博士前期・後期課程の現役学生の生の声を紹
介します。日 の々大学での生活や、研究活動を是非感じ取ってください。また、本電気系の博士課
程を修了して学位（博士号）を取得し、現在は電子工学専攻の教員として勤務している鈴木先生
からのメッセージもあわせて紹介します。 

「プラズマ」という言葉を一度は耳にしたことがあると思います。プラズマは気体中の原子や分子が電離した状態で、放電により人工
的に作ることができます。また、プラズマは高い化学反応性を持つため、材料の加工や合成に応用でき、幅広い分野で利用されてい
ます。私は「プラズマエレクトロニクス研究グループ」でモノづくりを支えるプラズマ技術の研究を行っており、それぞれの応用に適し
たプラズマの装置開発や、プラズマ中で起きる反応について調査しています。
私自身は名古屋大学の出身ですが、学部3年生の時に、のちに指導教員となる教授（現在の上司）のプラズマに関する講義を受けた
ことで、学問としての奥深さと産業との結びつきに関心を持つようになり、プラズマ研究の道に進みました。名古屋大学の電気系専攻
を卒業生の目から見ると、どの研究グループも充実した研究設備を有し、その分野のトップレベルの教員の下で研究者・技術者とし
て必要なスキルを得られるという、素晴らしい体制が整っており、大学院生活を送るにはとても良い環境でした。
現在は教員の立場として、名古屋大学に進学される皆さんが実りある研究生活を送れるよう、サポートできたらと思います。

電子工学専攻 助教
鈴木 陽香

私はスリランカからの留学生で、現在、G30の大学院（博士前期課程）2年生に在籍し、自動車工学を学んでいます。私の将来の夢はい
つの日か自動車産業で働くことです。世界でもトップクラスの自動車メーカーの多くが拠点を置く日本という国は、高等教育を受けるに
あたって私にとって魅力的な場所です。
私が名古屋大学を留学先として選んだのは、名古屋大学が将来のリーダーの教育・育成を促進する組織として高い評価を受けてい
ることに加えて、G30自動車工学コースという魅力的なプログラムがあったからです。そして電気系専攻で提供されている研究グループ
の扱うテーマが多様であり、その中に私が関心を持っている研究があったからです。
私の現在の研究テーマは、再生可能エネルギーの導入を促進するために最適化された電気自動車用蓄電池の充電/放電スキームの
構築です。世界が環境にやさしい技術の開発に取り組んでいるいま、私の研究がこの取り組みに貢献できるかもしれないと考えると、と
ても意欲がわいてきます。先生方や仲間達からの多大なサポートは私にとって大変貴重なものです。いつの日か自分の夢を実現するた
めに必要なスキルと経験を積んでいければと思っています。

電気工学専攻 博士前期課程２年
Cumaratunga Helindu

私が所属している佐藤研究室は、主に自然言語処理という技術を扱っている研究室です。自然言語処理というのは、私たちが日常的
に使っている人間の言語を、コンピュータで処理するというものです。私がこの分野に興味をもったきっかけは、佐藤教授が行っていた
「人工知能に小説を書かせる」という研究を知ったことです。私は人工知能が小説を書けるのか！？と疑ったのですが、実際に作成され
た小説を読んだところ、しっかりと物語になっていて感動したのを覚えています。このように、今興味を持てるようなことがなくても、大学
生活の中で必ず見つかると思います。
現在、私は「ユーモアを持ったロボットを、リアルな会話に参加させる」という研究を行っています。このシステムの完成には、自然言語処
理の他、音声認識技術やロボット制御、通信技術などあらゆる技術を包括的に扱う必要がありました。当初、私はこれらの技術につい
て右も左も分からない状態でしたが、研究室の教授に大まかな指針を丁寧に示して頂くことで、一つ一つ課題を解決していきました。
最初は全く理解のできなかった分野でも、取りかかってみると面白く、どんどん知識が増えていきます。そして、課題を解決できた時のや
りがいと喜びが、研究の最大の魅力だと思います。

情報・通信工学専攻 博士前期課程１年
堀越 源之介

情報通信ネットワークは、教育、医療、金融、交通、農業、そして娯楽にいたるまで、あらゆる産業、サービスに多大なる影響を与えて
います。私は、機械学習を活用した、超知的ネットワーク制御に基づく高性能通信を実現すべく研究に取り組んでいます。手動での制
御に頼ることなく、装置や伝送条件に関する複雑な要件を満たしながら、状況の変動にも頑健なネットワーク制御を行うことが一つ 
の目標です。将来私の研究が活かされるようになれば、超大容量の通信が、きっと安全・安定・自律的に行われることでしょう。こう
いった研究活動において求められるものは、深い専門知識のみではありません。研究成果を得てそれを対外的に公表する過程にお
いて求められる、課題抽出能力、課題解決能力、論理的思考力、英語討議能力、これらの全てが揃わなければ、世界の一線で活躍す
ることはできません。そして、これらの能力は教科書から得られるものではなく、実践的活動により養成されるものです。私はこれまで
数多の国際会議に参加し、世界の第一線で活躍する研究者たちと対等に議論を交わせるまでに成長したと自負しています。受験生
の皆さんも、学部・大学院と研鑽を積むことで、数年後に世界の一流の研究者と肩を並べるほどに成長することも夢ではありません。


